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０
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へ
の
礎
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ち
り
P
R
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】

 

関
西
化
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㈱

表
面
加
工
技
術
に「
印
刷
」を
融
合

【
が
ん
ば
っ
てM
A
SSE！

】

 

㈱
ユ
ニ
オ
ン
紙
器

C
A
D
を
駆
使
し
た
一
貫
体
制
に
よ
り
、

高
い
品
質
か
つ
均
質
な
も
の
を
納
品

◆
記
念
講
演
会
／
川
口
盛
之
助
氏
が
未
来
を
予
測

◆
記
念
式
典
／
業
界
発
展
、組
合
功
労
者
を
表
彰　

◆
記
念
祝
賀
会
／
世
代
を
越
え
た
交
流
の
場
に
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C O N T E N T S

　
人
は
気
づ
く
こ
と
で
、考
え
方
が

変
化
し
て
、人
生
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん

は
日
常
の
生
活
や
仕
事
の
中
で
、ふ
と

し
た
気
づ
き
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。

　
私
は
以
前
、忙
し
い
か
ら『
ど
れ
で

も
い
い
よ
』『
前
回
は
こ
う
だ
っ
た
か
ら

こ
れ
で
い
い
だ
ろ
う
』と
いっ
た
、考
え

も
せ
ず
勝
手
な
思
い
込
み
で
判
断
し

て
い
た
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
現
在
、大
印
工
組
の
広
報
委
員
長

と
し
て
、諸
先
輩
方
の
支
え
の
も
と

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ

て
、た
く
さ
ん
の
方
達
と
の
出
会
い
と

新
た
な
知
識
や
発
見
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は『
良
い
も
の
づ
く
り
』

『
良
い
ア
イ
デ
ア
』を
提
案
し
て
い
く

職
業
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、よ
り
た
く

さ
ん
の
情
報
と
そ
れ
を
活
か
す
ノ
ウ

ハ
ウ
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
自
分
・
会
社
・
得
意
先
と
ど
う

向
き
合
っ
て
い
き『
自
分
達
に
何
が

足
り
な
く
て
』『
相
手
に
何
が
必
要

で
』『
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
』に
気
づ

き
、そ
し
て
す
ぐ
に
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。時
に

は
、嫌
な
こ
と
と
向
き
合
う
こ
と
も

必
要
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、変
化
が
生

ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
、日
々

の
仕
事
や
組
合
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。今
後
も

皆
様
に『
気
づ
き
を
感
じ
ら
れ
る
』

情
報
を
広
報
誌『
プ
リ
オ
』で
お
伝
え

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

用紙・本文表紙とも日本製紙（株）提供「b7トラネクスト」

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合

常
務
理
事 

木
原 

浩
二

気
づ
き
と
行
動

【特　集】 平成27年度 通常総代会
【特　集】 未来への礎 ～ 2015 大印工の新たなスタート ～

2

60周年記念講演会・記念式典・記念祝賀会を挙行

13

タイムスタンプ市場の最新動向と運用事例（D.D.S.S.)【SEMINAR】

ウチのイチ押し君【人材人財】 【DNA（大青協ネクストアドバンス）】

あなたのビジネスの未来を考える（（公社）日本印刷技術協会）【技術情報】

25

18

23

19

【60周年記念事業】 13【支部だより】

20
表面加工技術に「印刷」を融合（関西化工（株））【New Face がっちりPR!】

22

24　　

第22回 支部対抗ゴルフ大会
組合員増強キャンペーン報告

12【組織活性委員会】

【イベント】10 JP2015情報・印刷産業展
「ものづくり大阪・生活を彩る印刷技術」をテーマに開催

CADを駆使した一貫体制により、
高い品質かつ均質なものを納品（（株）ユニオン紙器）

8 【がんばってMASSE！】

装飾古墳③ デザインの源流を訪ねて【連載】

テニスで乾杯！【好きこそモノの上手なれ 〈趣味人日記〉】

26

巨大？な、四男坊【うちのコ自慢（人間以外）】
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特集

　

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
は
５
月
22

日
、大
阪
・
中
央
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
大
阪
に
お
い
て「
平
成
27
年

度
通
常
総
代
会
」を
開
催
。総
代・理

事
が
出
席
の
も
と
、新
旧
年
度
事
業
及

び
収
支
予
算
な
ど
、議
案
す
べて
原
案

通
り
承
認
可
決
し
た
。

　

総
代
定
数
54
名
中
、本
人
出
席
12

名
、委
任
状
に
よ
る
書
面
出
席
19
名
、

計
31
名
の
出
席
で
過
半
数
に
達
し
て
お

り
、適
法
に
成
立
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
開
会
。議
案
審
議
に
先
立
ち
挨
拶

に
立
っ
た
吉
田
理
事
長
は
、一
般
報
道
に

反
し
て
、未
だ
景
気
回
復
基
調
を
実
感

で
き
な
い
印
刷
業
界
の
現
状
に
触
れ
る

一
方
、「
し
か
し
、組
合
員
の
中
に
も
元
気

な
会
社
は
あ
る
」と
述
べ
、昨
年
11
月

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の

一
端
を
披
露
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、「
最
近
の
業
績
は
３

年
前
と
比
べて
ど
う
思
い
ま
す
か
？
」と

い
う
質
問
に
対
し
、「
減
少
し
た
」が
52・

５
％
、「
横
這
い
」が
25・６
％
、「
増
加
し

た
」が
21・５
％
だ
っ
た
。

　
ま
た「
３
年
後
の
業
績
は
、現
在
と

比
べて
ど
の
よ
う
に
な
って
い
る
と
思
い

ま
す
か
？
」と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

「
減
少
す
る
」「
予
測
が
つ
か
な
い
」が

53・８
％
、「
横
這
い
」が
25・１
％
、「
上

昇
す
る
」が
21
％
だっ
た
。

　
こ
の
結
果
に
つ
い
て
吉
田
理
事
長
は

「
利
益
を
出
し
て
い
る
企
業
が
20
％
以

上
あ
る
。こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
業
態

変
革
を
実
践
し
て
い
る
企
業
で
占
め
ら

れ
て
い
る
」と
の
認
識
を
示
し
、昨
年
か

ら
開
催
し
て
い
る「
印
刷
道
塾
」に
言

及
。「
こ
こ
で
は
積
極
的
に
業
態
変
革

し
、業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
企
業
の
事

例
発
表
を
行
って
い
る
。今
年
度
も
、こ

の
よ
う
な
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行

い
、少
し
で
も
参
考
に
な
る
よ
う
に
、ま

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

願
って
い
る
」と
の
心
境
を
披
露
し
た
。

　

続
い
て
議
長
の
選
任
に

移
り
、司
会
者
一
任
に
よ
っ

て
、団
地
支
部
総
代
の
横

山
満
氏（
明
和
印
刷
㈱
）

が
議
長
に
就
任
、議
事
進

行
を
行
っ
た
。

【
議
案
】

▽
第
１
号
議
案…

平
成
26

　
年
度
事
業
報
告
、決
算

　
報
告
及
び
剰
余
金
処
分

　
（
案
）並
び
に
共
助
会
収

　
支
決
算
報
告
承
認
の
件

▽
第
２
号
議
案…

平
成
27

　
年
度
事
業
計
画（
案
）及

　
び
収
支
予
算（
案
）並
び

　
に
経
費
の
賦
課
徴
収
方

　
法
承
認
の
件

▽
第
３
号
議
案…
理
事
交

　
代
承
認
の
件

　

前
年
度
の
同
工
組
は
、組
合
員
相

互
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
る
た
め
、

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
交
流
事
業
、教
育

事
業
の
実
施
な
ど
に
努
め
て
き
た
。

　
と
く
に
企
業
収
益
向
上
を
目
指
し

た「
見
え
る
化
セ
ミ
ナ
ー
」や
持
続
可

能
な
経
営
体
質
を
作
る「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
セ
ミ

ナ
ー
」、さ
ら
に
全
印
工
連
が
発
表
し

た「
印
刷
産
業
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
１
３『
印
刷
道
』〜
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
への
深
化
〜
」を
実
践
に

導
く「
印
刷
道
塾
」の
開
催
な
ど
、い
ち

早
く
組
合
員
へ
の
情
報
提
供
と
広
報

活
動
に
努
め
て
き
た
。

　

今
年
度
も
、各
委
員
会
を
中
心
に

経
営
革
新
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
の

提
供
、教
育・研
修
活
動
、持
続
的
成

長
を
担
保
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
活
動
、共

済
事
業
、会
員
交
流
の
促
進
、積
極
的

な
広
報
活
動
な
ど
、幅
広
い
組
合
事
業

を
展
開
。さ
ら
に
、「
印
刷
道
」を
業
界

指
針
と
し
て
、内
容
の
周
知
、実
践
への

手
が
か
り
を
示
し
て
い
く
方
針
。

　
ま
た
、「
業
界
が
新
た
な
発
展
を
図

る
た
め
に
は
個
々
の
組
合
員
企
業
の
経

営
者
が
自
ら
経
営
刷
新
を
図
り
、環

境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
経

営
体
質
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」と
の
認
識
に
立
ち
、組

合
員
に
対
し
、有
益
な
情
報
を
自
ら
の

手
で
掴
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、組
合
が

実
施
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト

への
積
極
的
な
参
加
を
促
し
て
い
く
考

え
。

　

新
年
度
予
算
は
、９
０
９
０
万
７
０

０
０
円
。

平
成
27
年
度
実
施
事
業

﹇
産
業
戦
略
デ
ザ
イ
ン
事
業
の
推
進
﹈

　

全
印
工
連
、印
刷
産
業
成
長
戦
略

ビ
ジ
ョン
２
０
１
３「
印
刷
道
」の
推
進

﹇
委
員
会
活
動
の
推
進
﹈

⑴
経
営
革
新・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員

　

会…

▽
企
業
改
革
の
た
め
の
情
報

　

提
供・研
究
推
進
▽
経
営
イ
ノ
ベ
ー

　
シ
ョ
ン
の
支
援

⑵
教
育・研
修
委
員
会…

▽
経
営
情
報

　
の「
見
え
る
化
」に
よ
る
収
益
改
善

　
の
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
開
催
▽
教

　

育
研
修
の
企
画
推
進
▽
全
印
工
連

　

特
別
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

　
の
推
進
▽
メ
デ
ィ
ア・ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

　
デ
ザ
イ
ン
活
動
の
推
進
、Ｍ
Ｕ
Ｄ
コ

　
ン
ペ
や
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
▽
制
度
事

　

業
の
実
施
及
び
協
力

⑶
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
委
員
会…

▽
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の

　
普
及
促
進・啓
発
▽
環
境
関
連
情
報

　
の
収
集・提
供
及
び
セ
ミ
ナ
ー
の
開

　

催
▽
雇
用・労
働
安
全
問
題
等
の
対

　
策（
労
務
無
料
相
談
の
実
施
）

⑷
組
織
活
性
委
員
会…

▽
組
合
員
増

　

強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
▽
組
合
員

　

相
互
の
交
流
推
進
▽
各
種
共
済
制

　

度
の
周
知
と
加
入
促
進
運
動
の
推

　

進
▽
献
血
運
動
の
支
援
▽
法
律・税

　

務
無
料
相
談
の
実
施

⑸
広
報
推
進
特
別
委
員
会…

▽
広
報

　

誌「
Ｐ
Ｒ
Ｉ・Ｏ
」の
発
行
▽
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
の
推
進

﹇
60
周
年
記
念
事
業
の
推
進
と
開
催
﹈

﹇
情
報
提
供
の
推
進
﹈

﹇
各
種
相
談（
法
律・労
務・税
務・事
業

 

承
継
）窓
口
の
充
実
﹈

﹇
Ｊ
Ｐ
情
報・印
刷
産
業
展
の
運
営
支
援
﹈

﹇
大
阪
青
年
印
刷
人
協
議
会
と
の
連
携
﹈

﹇（
公
社
）日
本
印
刷
技
術
協
会
と
の

事
業
連
携
推
進
﹈

﹇
関
係
団
体
へ
の
行
事
参
加
と
連
携
﹈

⑴（
一
社
）日
本
印
刷
産
業
連
合
会

⑵
全
日
本
印
刷
工
業
組
合
連
合
会

⑶
近
畿
地
区
印
刷
協
議
会

﹇
関
連
業
界
と
の
連
携
と
推
進
﹈

⑴
高
野
山
印
刷
産
業
人
納
骨
塔
奉
讃
会

⑵
長
寿
会

﹇
金
融
事
業
に
つ
い
て
﹈

　

本
年
度
は
金
融
事
業
を
休
止
す

る
。た
だ
し
、組
合
員
か
ら
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
は
臨
時
総
代
会
を
開
催

し
、内
容
を
検
討
す
る
。

平
成
27
年
度
通
常
総
代
会

「
印
刷
道
」推
進
を
柱
に
各
委
員
会
の
活
性
化
を
図
る

５
月
22
日
、ホ
テ
ル
ニュー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
で
開
催

吉田理事長

総 代 会

3議案を原案通り承認可決

川口盛之助氏が未来を予測

　60周年記念の最初の行事となる記念講演会は15時から。
まず講演に先立ち、60周年記念事業実行委員会実行副委員長
の作道孝行副理事長が登壇。「この事業のビジョンを『健全な
印刷業界を次世代に継承する』と定め、その事業の目的を未来
に向かって躍進する印刷業の実現と次世代が夢と希望を抱く
業界であり続けるための礎づくりとし、この１年間さまざまな事業
を推進してきた。そして本日、その集大成として一連の記念行事
を開催する運びとなった」と開催趣旨を説明。さらに、記念式典
については「先輩方の功績を讃えるとともに、『未来に向かって
躍進する印刷業を実現するためには何をするべきか。次世代の
人々が夢と希望を抱く印刷業界であり続けるためにはどうすれ
ばいいのか』ということに対する我々大印工組の新たな決意を
発信していきたい」と述べ、また記念祝賀会については、「先輩
方への感謝とともに、世代を越えた交流を行い、組合員並びに
関係諸団体との未来に向けた絆をさらに深める。まさに未来の
礎を築く新たなスタートの場として皆様とその思いを共有する」
と述べ、それぞれの開催に込めた意味、想いを語った上で、
最後に「少しでも明るい未来を感じ、そこから元気を持ち帰って
いただきたい」と呼び掛けた。
　記念講演会では、㈱盛之助代表取締役社長・日経ＢＰ社未
来研究所アドバイザーの川口盛之助氏を講師に迎え、「２０２０
年、産業界はこうなる。～日本企業は何で食っていくのか～」を
テーマにおよそ１時間半の講演が行われた。

60周年記念講演会
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大印工組 ６０周年記念事業特集

　

昭
和
29
年
に
大
阪
府
印
刷
工
業
調

整
組
合
と
し
て
設
立
さ
れ
、昭
和
33
年

７
月
に
団
体
名
称
を
大
阪
府
印
刷
工

業
組
合
と
し
て
認
可
さ
れ
た
同
工
組

は
、昨
年
７
月
に
60
周
年
を
迎
え
て
い

る
。大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
で
は
５
月

22
日
、そ
の
記
念
事
業
と
し
て
ホ
テ
ル

ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
で
記

念
行
事
を
開
催
。組
合
員

を
は
じ
め
、来
賓
や
業
界

関
係
者
ら
お
よ
そ
４
５
０

名
が
参
列
の
も
と
、そ
の

節
目
を
共
に
祝
っ
た
。

　

同
工
組
で
は「
健
全
な

印
刷
業
界
を
次
世
代
に

継
承
す
る
」と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、「
印
刷
業

が
こ
れ
か
ら
も
必
要
と
さ

れ
る
産
業
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、自
社
、そ
し
て
印

刷
業
界
が
何
を
す
べ
き

か
」を
組
合
員
で
共
有
す

る
機
会
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
、60
周
年
テ
ー
マ
を

「
未
来
への
礎
〜
２
０
１
５

大
印
工
の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
〜
」と
設
定
。当
日
は
、

「
将
来
に
わ
た
り
、永
続
的
に
存
続
し

得
る
大
印
工
組
の
基
盤
を
作
る
」と
い

う
概
念
を
組
合
員
で
共
有
し
、内
外

に
広
く
発
信
す
る
こ
と
を
事
業
目
的

と
し
て
、記
念
講
演
会
・
記
念
式
典
・

記
念
祝
賀
会
と
いっ
た
一
連
の
記
念
事

業
を
盛
大
に
挙
行
し
た
。

「
健
全
な
印
刷
業
界
を
次
世
代
に

継
承
」決
意
新
た
に

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
記
念
式
典

は
16
時
45
分
か
ら
。国
歌
斉
唱
、過
去

10
年
間
の
物
故
者
紹
介
・
黙
祷
の
あ

と
、「
大
阪
府
印
刷
工
業
組
合
60
年
の

軌
跡
」と
題
し
た
映
像
で
開
会
。そ
し

て
吉
田
理
事
長
が
登
壇
。「
人
に
寄
り

添
い
、情
報
に
寄
り
添
い
、そ
し
て
、私

た
ち
印
刷
人
は『
も
の
づ
く
り
』を
極

め
て
き
た
」と
い
う
一
節
を
皮
切
り
に

理
事
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。

　

吉
田
理
事
長
は
、「
還
暦
を
迎
え
た

組
織
が
、こ
れ
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
る

た
め
に
は
、未
来
に
向
け
て
果
敢
に
課

題
に
立
ち
向
か
い
、さ
ら
に
は
業
界
の

み
な
ら
ず
、社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る

組
織
に
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
述
べ
た
上
で
、「
私
た
ち
が
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
き
、掲
げ
、公
益
活
動
を
磨
き
、

そ
し
て
魅
力
あ
る
組
合
、業
界
に
す
る

べ
く
活
動
を
怠
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、一
体

誰
が
私
た
ち
を
支
持
し
、組
合
員
も

所
属
す
る
意
義
を
見
出
す
の
か
。同

志
が
集
う
か
否
か
は
、我
々
が
印
刷
業

界
や
社
会
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
問

題
を
的
確
に
捉
え
る
だ
け
の
知
識
や

見
識
を
持
ち
合
わ
せ
、そ
の
解
決
に
向

け
て
大
き
く
メ
ス
を
入
れ
る
強
い
意

志
と
実
行
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

か
に
か
か
っ
て
い
る
。私
た
ち
は
次
世

代
に
向
け
て
印
刷
業
界
、そ
し
て
組
合

を
、夢
が
持
て
る
場
所
と
し
て
健
全
に

引
き
継
い
で
い
く
責
務
が
あ
る
」と
述

べ
、常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
魅

力
あ
る
組
合
組
織
を
次
世
代
へ
と
引

き
継
い
で
い
く
と
い
う
強
い
決
意
を
表

明
し
た
。

　

続
い
て
、来
賓
を
代
表
し
て
近
畿
経

済
産
業
局
の
戸
田
美
和
産
業
部
長

（
関
総
一
郎
局
長
代
読
）、大
阪
府
商
工

労
働
部
の
津
組
修
部
長（
松
井
一
郎
大

阪
府
知
事
代
読
）、全
日
本
印
刷
工
業

組
合
連
合
会
の
島
村
博
之
会
長
の
３

氏
か
ら
祝
辞
が
贈
ら
れ
た
。

　
こ
の
後
、60
周
年
記
念
表
彰
式
に

移
り
、印
刷
業
界
発
展
の
功
労
者
を

表
彰
し
、そ
の
功
績
を
称
え
た
。表
彰

者
は
次
の
と
お
り
。

大
印
工
組
60
周
年
表
彰（
敬
称
略
）

組
合
特
別
功
労
者
顕
彰

（
理
事
長
歴
任
者
）

▽
岩
田
克
彦（
大
同
印
刷
㈱
）

▽
南
貴
夫（
㈱
ケ
ー
エ
ス
ア
イ
）

▽
西
井
幾
雄（
㈱
Ｎ
Ｐ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー

　
シ
ョン
）

組
合
功
労
者
表
彰

（
副
理
事
長
歴
任
者
）

▽
網
野
博（
㈱
研
文
社
）

▽
北
林
半
司（
㈱
ア
ー
ト
印
刷
所
）

▽
故・勝
見
哲
朗（
サ
ン
美
術
印
刷
㈱
）

▽
和
田
恭
昌（
昌
和
印
刷
㈱
）

▽
白
石
博
一（
白
石
封
筒
工
業
㈱
）

▽
吉
田
英
彦（
㈱
一
心
社
）

▽
山
本 

哲（
㈱
美
生
社
）

▽
吉
賀
文
雄（
富
士
精
版
印
刷
㈱
）

▽
依
藤
孝
行（
青
葉
印
刷
㈱
）

業
界
功
労
者
表
彰

▽
寺
井
剛
敏（
金
沢
美
術
工
芸
大
学
）

▽
㈱
モ
リ
サ
ワ

理
事
長
特
別
表
彰

▽
大
阪
シ
ー
リ
ン
グ
印
刷
㈱

▽
松
村
英
二（
㈱
松
村
善
進
堂
）

▽
富
士
精
版
印
刷
㈱

感
謝
状
贈
呈

▽
東
大
阪
支
部

▽
日
本
製
紙
㈱
関
西
営
業
支
社

▽
西
井
正
明（
大
印
工
組
前
専
務
理
事
）

◇　
　
　

◇

　

表
彰
式
終
了
後
は
、大
阪
青
年
印

刷
人
協
議
会
メ
ン
バ
ー
ら
が
中
心
と

な
っ
て
企
画・制
作
し
た「
未
来
の
印

刷
業
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
」が

会
場
に
流
れ
、今
後
も
社
会
や
会
員

企
業
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
組
合
で
あ

り
続
け
る
た
め
の
決
意
を
示
し
、式
典

は
終
了
し
た
。

未
来
への
礎
２
０
１
５
大
印
工
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

60
周
年
記
念
講
演
会・記
念
式
典・記
念
祝
賀
会
を
挙
行

業
界
発
展
、

組
合
功
労
者
を
表
彰

メッセージを発信する吉田理事長

組合特別功労者顕彰

記
念
式
典

60周年記念式典組合功労者表彰

業界功労者表彰

理事長特別表彰感謝状贈呈
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記
念
祝
賀
会
は
18
時
30
分
か
ら
開

催
。「
組
合
設
立
当
時
か
ら
の
歴
史
を

辿
り
な
が
ら
印
刷
業
が
社
会
で
果
た

し
て
き
た
役
割
や
組
合
の
存
在
意
義
、

そ
し
て
先
人
た
ち
の
活
動
を
世
代
を

越
え
て
共
有
す
る
と
と
も
に
、印
刷
業

に
携
わ
る
喜
び
や
未
来
に
向
か
っ
て
さ

ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
、組
合
員
間
の
交

流
を
深
め
る
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
、干
支
に
よ
っ
て
座
席
を
配
置
。

３
〜
４
世
代
で
ひ
と
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を

囲
み
、世
代
を
越
え
た
交
流
を
促
す

と
い
う
企
画
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

開
宴
に
先
立
ち
挨
拶
に
立
っ
た
吉

田
理
事
長
は
、参
列
者
へ
感
謝
の
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、記
念
式
典
で
の
表

彰
者
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
た
上
で
、

「
60
周
年
の
節
目
に
、も
う
一
度
原
点

に
立
ち
返
り
、改
め
て
先
人
の
功
績
や

知
恵
を
学
び
、そ
し
て
我
々
の
英
知
を

結
集
す
る
こ
と
で
、未
来
に
向
か
っ
て

躍
進
す
る
印
刷
業
界
を
実
現
し
、次

世
代
の
人
々
が
夢
と
希
望
を
抱
く
業

界
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
礎
づ
く
り
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
る
」と
述
べ
、続
け
て

「『
現
状
維
持
は
退
化
の
証
』と
い
う

こ
と
を
自
覚
し
、従
来
の
発
想
や
枠
組

み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、常
に
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
大
阪
の
印
刷

業
界
の
発
展
に
繋
が
る
も
の
と
確
信

し
て
い
る
」と
述
べ
、新
た
な
決
意
を

示
し
た
。

　

次
い
で
、来
賓
を
代
表
し
て
、国
土

交
通
副
大
臣・参
議
院
議
員
の
北
川

イ
ッ
セ
イ
氏
、近
畿
地
区
印
刷
協
議

会
の
水
落
充
会
長
か
ら
祝
辞
が
贈
ら

れ
た
。

　

続
く
鏡
開
き
で
は
、吉
田
理
事
長

を
は
じ
め
、衆
議
院
議
員
の
國
重
徹

氏
、宗
清
皇
一
氏
、大
阪
府
中
小
企
業

団
体
中
央
会
の
山
口
春
夫
専
務
理

事
、全
印
工
連
の
島
村
博
之
会
長
、

㈱
モ
リ
サ
ワ
の
森
澤
彰
彦
社
長
、㈱
モ

ト
ヤ
の
古
門
慶
造
社
長
、ウ
エ
ノ
㈱
の

上
野
耕
治
社
長
、㈱
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
馬
場
恒
夫
社
長
、

㈱
加
貫
ロ
ー
ラ
製
作
所
の
加
貫
順
三

社
長
ら
が
登
壇
。「
ヨ
イ
シ
ョ
、ヨ
イ

シ
ョ
、ヨ
イ
シ
ョ
」の
掛
け
声
で
威
勢
良

く
鏡
開
き
を
行
い
、加
貫
社
長
の
乾

杯
発
声
で
祝
宴
へ
と
移
っ
た
。

　

宴
半
ば
で
は
、60
周
年
記
念
ポ
ス

タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
入
賞
者
表
彰
と

60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
た

組
合
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
優
秀
支

部
表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、「
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
イ
ベン
ト
」と
し
て
、テ
ー
ブ

ル
ご
と
で
争
う
ク
イ
ズ
形
式
の
イ
ベ
ン

ト
も
行
わ
れ
、大
い
に
盛
り
上
がっ
た
。

　
そ
し
て
宴
た
け
な
わ
の
中
、最
後
は

南
貴
夫
理
事・顧
問
の
リ
ー
ド
に
よ
る

「
大
阪
締
め
」で
お
開
き
と
な
り
、一
連
の

記
念
行
事
す
べて
を
無
事
に
終
え
た
。

◇　
　
　

◇

「
60
周
年
記
念
ポ
ス
タ
ー
」

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
入
賞
者

▽
最
優
秀
作
品
賞…

「
矜
持
と
躍
進
」

　
東
支
部
／
青
葉
印
刷
㈱
中
西
和
也

▽
優
秀
作
品
賞…

「
新
し
い
足
跡
を
刻

　
む
」北
支
部
／
㈱
ダ
イ
シ
ン
コ
ラ
ボ

　
レ
ー
ション
廣
垣
義
和

▽
特
別
賞…

「
大
印
工
組
エ
エ
や
ん
！
」

　
北
支
部
／
㈲
テ
ィ
ー
ズ
溝
手
真
一
郎

組
合
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

優
秀
支
部
表
彰

▽
１
位…

南
親
支
部（
純
増
８
社
）

▽
２
位…

福
島
支
部（
純
増
５
社
）

▽
３
位…

東
和
支
部（
純
増
３
社
）

　
　
　

 

東
大
阪
支
部（
純
増
３
社
）

（
取
材
／
印
刷
時
報
㈱
）

世代を越えた交流の場に
「コミュニケーションイベント」で大いに盛り上がる

およそ450名が参列コミュニケーションイベントでの1コマ「大阪締め」でお開きに

「60周年記念ポスター」デザインコンペ入賞者組合員増強キャンペーン 優秀支部表彰

「ヨイショ、ヨイショ、ヨイショ」の掛け声で加貫社長リードによる乾杯で祝宴へ

大印工組 ６０周年記念事業特集

記念祝賀会
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CADを駆使した一貫体制により、高い品質かつ均質なものを納品

31発目

株式会社ユニオン紙器  代表取締役社長　若林 大我

　
株
式
会
社
ユ
ニ
オ
ン
紙
器
は
、

1
9
6
6（
昭
和
41
）年
に
創
立
し
、

今
年
50
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。社
名

に「
紙
器
」と
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

段
ボ
ー
ル
を
取
り
扱
う
会
社
だ
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、実
は

一
味
違
っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　
取
り
扱
い
製
品
の
メ
イ
ン
は
美
粧

箱
で
、企
画・デ
ザ
イ
ン・印
刷・抜
き・

最
終
製
函
ま
で
を
一
貫
し
て
社
内
で

行
っ
て
い
る
の
で
す
。サ
ン
プ
ル
容
器

を
一つ
お
借
り
で
き
れ
ば
、そ
の
形
状

に
あ
っ
た
パッ
ケ
ー
ジ
を
設
計
し
て
ご

提
案
す
る
、と
い
う
段
階
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、私
ど
も
の
よ

う
な
小
規
模
の
会
社
で
は
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
内
一
貫
体
制
で

コ
ス
ト
削
減
、納
期
短
縮

　
こ
の
業
界
は
、と
い
う
よ
り
も
た
い

て
い
の
業
界
は
そ
う
で
し
ょ
う
が
、分

代表取締役社長　若林 大我

業
化
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。企
画・デ

ザ
イ
ン
は
企
画
会
社
に
、製
作
は
別

会
社
に
依
頼
す
る
と
い
う
形
で
す

と
、そ
の
間
に
ど
う
し
て
も
2
〜
3
日

の
ロ
ス
が
生
じ
ま
す
し
、費
用
も
別
途

要
し
ま
す
。一
方
、連
絡
事
項
の
伝
達

が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
に
、お
客
さ

ま
の
ご
希
望
ど
お
り
の
も
の
が
仕
上

が
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
が
ち
で
す
。

　
私
ど
も
は
社
内
一
貫
体
制
を
と
っ

て
い
ま
す
か
ら
、容
器
に
適
し
た
箱
を

設
計
し
て
サ
ン
プ
ル
を
提
案
し
、そ
れ

と
並
行
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
進
め
ま
す
。

そ
の
た
め
、お
客
さ
ま
か
ら
O
K
が

出
れ
ば
す
ぐ
に
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

こ
の
時
点
で
す
で
に
工
期
が
短
縮
さ

れ
て
い
る
と
と
も
に
、す
べ
て
社
内
で

こ
な
し
て
い
ま
す
の
で
意
思
疎
通
に

欠
け
る
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。「
容
器
さ
え
渡
せ
ば
、企
画・デ
ザ

イ
ン
か
ら
製
函
ま
で
一
貫
し
て
で
き

る
」と
い
う
こ
と
で
、声
を
か
け
て
く

だ
さ
る
お
客
さ
ま
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
り
、あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　
も
う
一
つ
、特
徴
を
加
え
ま
す
と
、

私
も
含
め
て
営
業
が
現
場
に
も
立
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。現
場
で
も
の
づ
く

り
に
携
わ
って
き
た
か
ら
こ
そ
、得
意

先
で
ご
注
文
を
お
聞
き
し
て
も
、そ
の

場
で
返
答
や
ご
提
案
が
で
き
る
の
が

強
み
だ
と
思
い
ま
す
。た
だ
し
、知
っ

て
い
る
が
ゆ
え
の
失
敗
や
、現
場
に
し

ん
ど
い
思
い
を
さ
せ
た
り
、と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
。そ
の
点
は
反
省

し
き
り
で
す
。

大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た

C
A
D
の
導
入

　
創
立
当
初
か
ら
一
貫
体
制
を
と
っ

て
い
ま
し
た
が
、「
こ
の
方
向
で
行
け

ば
や
って
い
け
る
」と
確
信
が
も
て
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、12
年
前
に

C
A
D
を
導
入
し
て
か
ら
で
す
。そ

れ
ま
で
は
、箱
の
設
計
図
は
手
書
き
、

サ
ン
プ
ル
の
箱
を
作
る
の
も
手
作
業

と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
の
世
界
で
し
た
。

　
そ
の
頃
、マッ
キ
ン
ト
ッ
シュの
普
及

に
よ
って
デ
ー
タ
化
が
進
み
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。お
客
さ
ま
か
ら「
設
計
図
の

デ
ー
タ
を
送
っ
て
」と
言
わ
れ
て
も
、

手
書
き
で
す
か
ら
ご
希
望
に
添
え
な

い
わ
け
で
す
。そ
ん
な
折
、あ
る
お
客

さ
ま
が「
C
A
D
を
入
れ
た
ら
」と
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
、C
A
D
を
入
れ
る
き
っ
か
け

で
し
た
。

　
C
A
D
で
作
っ
た
サ
ン
プ
ル
は
き

れ
い
で
す
。お
客
さ
ま
の
と
こ
ろ
に

持
っ
て
い
く
の
に
、手
作
業
で
作
っ
た

も
の
と
C
A
D
で
ピ
シ
ッ
と
決
ま
っ
た

も
の
と
で
は
印
象
が
違
い
ま
す
。「
サ

ン
プ
ル
を
3
つ
、4
つ
作
って
」と
言
わ

れ
て
も
、短
時
間
で
作
れ
ま
す
。手
作

業
で
す
と
、一つ
ひ
と
つ
作
って
い
く
わ

け
で
す
か
ら
、相
当
の
時
間
が
か
か

り
ま
す
。

　
社
内
で
の
一
貫
体
制
が
加
速
し
た

の
は
、こ
の
と
き
か
ら
で
す
。会
社
の

方
向
性
も
変
わ
り
ま
し
た
。そ
れ
ま

で
は
段
ボ
ー
ル
色
が
強
かっ
た
の
で
す

が
、現
在
の
美
粧
箱
中
心
に
方
向
転

換
し
ま
し
た
。付
加
価
値
の
あ
る
パッ

ケ
ー
ジ
を
目
指
し
た
い
と
思
って
い
た

時
期
と
も
重
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。多
品
種
小
ロッ
ト
と
い
う
時
代
の

要
請
も
あ
り
ま
し
た
。

　
印
刷
機
械
も
切
り
替
え
ま
し
た
。

老
朽
化
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、性
能
の
よ
り
優
れ
た
機
械
に
し
、

従
来
で
は
表
現
で
き
な
か
っ
た
ア
ミ

点
や
細
字
ま
で
き
れ
い
に
印
刷
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

社
内
で
の
検
品
を
徹
底
し
、

常
に
均
質
な
も
の
を
納
品

　
高
い
品
質
の
も
の
を
作
る
こ
と
は

当
然
望
ま
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
以
上

に
大
切
な
の
は
レ
ベ
ル
を
均
質
に
保
つ

こ
と
で
す
。1
2
0
点
の
も
の
も
あ
れ

ば
、60
点
の
も
の
も
納
品
す
る
、で
は

ダ
メ
だ
と
思
って
い
ま
す
。も
し
、60
点

の
も
の
が
で
き
そ
う
な
と
き
は
社
内

で
必
ず
ス
ト
ッ
プ
す
る
。ミ
ス
を
事
前

に
察
知
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
そ
う
い
う
面
で
、私
ど
も
の
社
員

は
良
い
物
と
悪
い
物
と
を
見
分
け
る

目
が
育
っ
て
き
て
、レ
ベ
ル
が
高
い
と

思
い
ま
す
。手
前
味
噌
に
な
り
ま
す

が
。工
程
ご
と
に
検
品
す
る
体
制
が

整
い
、均
質
の
製
品
を
納
品
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
は
、内
製
化
に
強
い
こ
だ
わ
り

が
あ
り
ま
し
て
、す
べて
社
内
で
こ
な

さ
な
け
れ
ば
責
任
あ
る
も
の
は
納
品

で
き
な
い
と
思
っ
て
や
っ
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、あ
る
お
客
さ
ま
か
ら

「
1
0
0
％
走
り
続
け
る
こ
と
は
な

い
。信
頼
で
き
る
外
注
先
を
つ
く
る
こ

と
も
大
事
や
」と
助
言
を
い
た
だ
き
、

少
し
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。そ
の

結
果
、協
力
会
社
さ
ん
に
一
部
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
よ
り
、受
注
で
き
る

項
目
も
広
が
り
ま
し
た
。

　
こ
う
い
う
ふ
う
に
軌
道
に
のって
こ

ら
れ
た
の
も
、厳
し
い
と
き
も
頑
張
っ

て
乗
り
越
え
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
き
た
社
員
と
、お
客
さ
ま
に
恵
ま

れ
て
き
た
お
か
げ
で
す
。感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、企
画
か
ら
最
終
製

函
ま
で
の
一
貫
体
制
を
崩
さ
ず
、社

員
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
な
が
ら
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
32
発
目
は
㈱
ア
イ
カ
さ
ん
で
す
〉

トムソン

CADでサンプル作成

本社印刷機

メイン商品の美粧箱
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Ｊ
Ｐ
２
０
１
５
情
報・印
刷
産
業

展（
主
催
／
Ｊ
Ｐ
産
業
展
協
会
、西

井
幾
雄
会
長
）が
５
月
14
日
か
ら
16

日
の
３
日
間
、大
阪・南
港
の
イ
ン
テ
ッ

ク
ス
大
阪
５
号
館
で
開
催
さ
れ
、お
よ

そ
２
万
５
０
０
０
名
が
来
場
し
た
。

　
39
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
Ｊ
Ｐ
展

は
ダ
ブ
ル
テ
ー
マ
を
設
定
。開
催
テ
ー

マ
を「
も
の
づ
く
り
大
阪・生
活
を
彩

る
印
刷
技
術
」、ま
た
出
展
ブ
ー
ス

テ
ー
マ
を「
収
益
に
転
嫁
で
き
る
付
加

価
値
づ
く
り
」と
し
、88
社・２
３
５
小

間
の
規
模
で
開
催
さ
れ
た
。

　

会
場
で
は『
付
加
価
値
づ
く
り
』の

具
体
的
な
手
法・仕
掛
け
づ
く
り
が

提
示
さ
れ
た
ほ
か
、後
継
者
育
成・事

業
継
承
や
販
促
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
さ

れ
た
。

　
14
日
午
前
10
時
か
ら
の
開
会
式
の

席
上
、主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
西
井
会
長
は
、Ｊ
Ｐ
展
の
開

催
意
義
に
つ
い
て「
印
刷
業
界
の
流

れ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
展

示
会
は
、非
常
に
意
義
の
あ
る
も
の

だ
と
考
え
て
い
る
。展
示
会
も
一
極

集
中
の
傾
向
に
あ
る
が
、今
後
も
出

展
各
社
か
ら
最
新
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
提
供
し
て
も
ら
い
、Ｊ
Ｐ
展
を

西
日
本
最
大
の
展
示
会
と
し
て
意
義

あ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」と
の
考

え
を
述
べ
る
一
方
、来
場
者
に
は「
出

展
ブ
ー
ス
テ
ー
マ
に
も
あ
る
と
お
り
、

利
益
に『
転
嫁
』で
き
る
も
の
を
展
示

会
の
中
で
探
し
て
欲
し
い
」と
呼
び

掛
け
た
。

　

近
畿
経
済
産
業
局
産
業
部
の
戸

田
美
和
部
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
後
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
華
々
し
く
開

幕
。開
会
式
の
出
席
者
は
そ
の
ま
ま

目
的
の
ブ
ー
ス
に
足
を
運
び
、会
場

は
開
幕
直
後
か
ら
多
数
の
来
場
者
で

賑
わ
っ
た
。

最
新
の
販
促
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

体
感
で
き
る
来
場
者
イ
ベ
ン
ト
も

　
Ｊ
Ｐ
展
会
場
で
は
、紙
媒
体
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
つ
な
ぐ
最
新
の
販

促
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
を
用
い
た
来
場
者

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
さ
れ
、ス
マ

ホ
有
り
と
ス
マ
ホ
無
し
の
ケ
ー
ス
で
デ

ジ
タ
ル
融
合
策
を
比
較
で
き
る
試
み

が
実
施
さ
れ
た
。

　
ま
ず
ひ
と
つ
目
は
、速
報
版
と
し
て

会
場
受
付
で
配
布
さ
れ
た「
印
刷
タ

イ
ム
ス・会
場
案
内
版
」１
面
の「
バ
リ

ア
ブ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」に
掲
載
さ

れ
た
、来
場
者
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る

訪
問
先
３
社
を
訪
ね
て
、社
名
入
り

の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
、す
べ

て
揃
う
と
記
念
品
が
も
ら
え
る
と
い

う
も
の
。こ
の「
バ
リ
ア
ブ
ル
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」は
、㈱
高
速
オ
フ
セ
ッ
ト

ＪＰ２０１5情報・印刷産業展

収益に転嫁できる「付加価値づくり」の具体的手法提示

開場式でのテープカット

献血運動（午後）にお手伝いいただいた皆様献血運動（午前）にお手伝いいただいた皆様献血風景

200mℓ
2名（2名）
2名（2名）
0名（0名）

400mℓ
88名（83名）
77名（74名）
11名（9名）

合 計
90名（85名）
79名（76名）
11名（9名）

　
受付数
採血数
不採血数

【採血結果】

合計 31,2００ｍℓ （30,0００ｍℓ）

（　）は2014年度の数字ＪＰ２０15情報・印刷産業展
献血運動 結果報告

【実 施 日】　2015年５月１6日（土）
【実施場所】　インテックス大阪5号館前

組織活性委員会／森本英植（富士精版印刷㈱）・中原秀記（中原産業㈱）・山岡祐一（山岡印刷㈱）・谷口晴彦（谷口印刷紙業㈱）
平田勇（㈱ウイズプリンティング）・徳井暁（㈱マサル紙工所）・原田充規（㈱プロスキャン） 
大阪青年印刷人協議会／髙本隆彦（大興印刷㈱）　応援にご参加いただきまして誠に有難うございました。 

西井会長挨拶「ｉＢｅａｃｏｎチャレンジ」参加者数をリアルタイムで表示

「ものづくり大阪・生活を彩る印刷技術」をテーマに

（
本
社
／
大
阪
市
北
区
梅
田
３-

４-

５
毎
日
新
聞
ビ
ル
６
Ｆ
、橋
本
伸
一

社
長
）協
力
の
も
と
、コ
ダ
ッ
ク
の
Ｐｒ

ｏｓｐ
ｅｒ
Ｓ
10
イ
ン
ク
ジェッ
ト
プ
リ

ン
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
商

業
オ
フ
輪
に
よ
って
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
印

刷
さ
れ
た
も
の
で
、エ
ン
ト
リ
ー
ナ
ン

バ
ー
や
訪
問
先
企
業
名
が
可
変
情

報
と
し
て
印
字
さ
れ
て
い
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、ア
ッ
プ
ル
社
が
ｉ

Ｏ
Ｓ
７
か
ら
搭
載
し
た
機
能「
ｉ
Ｂｅ

ａｃｏｎ
」と
Ａ
Ｒ
を
用
い
た「
ｉ
Ｂｅａ

ｃ
ｏ
ｎ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」。ユ
ー
ザ
ー
が
ア

プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
会
場
内

を
歩
き
、協
賛
企
業
の
エ
リ
ア
に
入
る

と
ｉ
Ｂ
ｅａｃｏｎ
か
ら
通
知
が
届
い

て
Ａ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
を
発
見
。動
画
視

聴
後
に
ア
プ
リ
内
に
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
最
新
の
Ｏ
２
Ｏ

販
促
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
を
体
験
で
き
る

と
い
う
も
の
。８
社
の
協
賛
企
業
を

回
り
き
る
と
、電
子
書
籍
版「
価
値

ナ
ビ
」が
ア
プ
リ
上
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
た
。

　

ま
た
、会
場
入
り
口
に
設
置
さ
れ

た
巨
大
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、こ
の「
ｉ
Ｂｅ

ａｃｏｎ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」参
加
者
数
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
し
、来
場
者
に
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
促
す
企
画
も
実

施
さ
れ
た
。（

取
材
／
印
刷
時
報
㈱
） 

応援参加
（敬称略）
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支部だよりINFORMATION

　５月８日（金）、平成２７年度東栄支部総会
が太閤園において行われた。
　総会では、黒野支部長の挨拶に始まり、
議長に司会の小脇氏が選ばれ、滞りなく全

議案が承認され、総会は閉幕した。
　その後、役員改選の時期でないため議
案に上がらなかった件の報告が次のように
あった。新年会の時に議題に上がった東栄
会活性化についての、役員会での議論と経
緯の報告がなされ、支部長以外の役員が
変わることが発表され、新役員の紹介がさ
れた。新役員を代表して小脇氏より「参加し
て何か良かったと思ってもらえるような設
営を目指し、少しでも活性化させていける
よう役員全員で協力して運営していきた
い」と挨拶があり、総会はお開きとなった。
　引き続き、懇親会に移り、新役員のブラ
ザー印刷株式会社・野々下氏の司会のも
と、岩田顧問の挨拶のあと、新役員の大成

二葉産業株式会社・荻野氏より乾杯の挨拶
をいただき、和やかに懇親が図られ、最後
に新役員のヘリオグラビア印刷株式会社・
黒野氏より締めの挨拶を頂戴し、閉会と
なった。　　　　　　   （東栄支部事務局）

平成27年度 総会 東栄支部

岩田顧問の挨拶

荻野氏による乾杯

組織活性委員会INFORMATION

北親支部Ａ・Bチーム

天親支部チーム 個人優勝の川畑副委員長

南睦支部チーム 南親支部Ａ・Bチーム

　6月2日（火）、組合員の交流および活性
化を目的とした大阪府印刷工業組合支部
対抗ゴルフ大会が開催されました。今年で
22回目を迎える本大会は、株式会社ケー
エスアイ南会長のお世話により、聖丘カン
トリー倶楽部の中、東コースでのプレーと
なりました。天候は、曇りのなか時々晴れ間
が見えるという、絶好のゴルフ日和だった
のではないでしょうか？
　今回は、6支部9組、混成チーム1組、合計
10組、38名の参加で、昨年より1支部2組、5
名減となりました。この支部対抗戦はダブル

ぺリア方式にて、個人戦はそれぞれのネット
スコアにて、チーム対抗戦は各チームネット
スコア上位3名の合計で行われました。
　14時30分より、組織活性委員会の石井
委員長の司会で、表彰式並びに懇親会が
行われました。最初に、吉田理事長から「好
天のなか、多数のご参加ありがとうござい
ます。また、先日の60周年記念式典には多
数ご参加いただきありがとうございまし
た。これからもいろいろな交流事業を行っ
ていき、若い方がたくさん参加してくれる
ようお願いします」との挨拶がありました。
　続いて、個人戦の順位発表が行われ、北
支部Aチームの私、川畑がグロス84、ネット
72という成績で優勝。準優勝には、ディフェ
ンディングチャンピオンの北親支部Aチー
ムの橋野昌幸氏、3位は北親支部Bチーム

の村岡万巧氏という結果になりました。
　団体戦は、220.4点で北親支部Aチーム
が3年連続優勝となりました。北親Aチーム
は4名とも80台という強者揃いで、なかなか
この牙城は崩せそうにありません。2位には、
225.6点で北支部Aチームが入りました。
　表彰式では、個人戦優勝の私、川畑が「長
年参加してきて初めて優勝できました。秋
の印刷産業人ゴルフ大会でも優勝目指し
ます！！」と述べ、チーム優勝の北親Aチーム
の森本氏が「北親Aチームは3連覇です。そ
して、4名皆さんが80台です！」というスピー
チをされました。
　最後に岡本副理事長の締めの挨拶によ
り、閉会となりました。皆様、お疲れさまで
した。

 （北支部 川畑利之）

第22回 支部対抗ゴルフ大会

北親支部 3連覇！！

組織活性委員会INFORMATION

　皆様のご協力により、9支部で28社の新
たな仲間が加わり、8支部で組合員が純増
となりました。以下それぞれの支部での新
規加入状況です。
　北・3社、東・1社、＊福島・5社、北親・1社、
　＊東和・3社、南睦・1社、天親・2社、
　＊東大阪・4社、＊南親・8社。

60周年記念式典では、＊印の純増上位4支
部が表彰されました。

組合員増強キャンペーン後記
　組織活性委員ならびに支部長の皆様、
キャンペーン活動へのご協力ありがとう
ございました。またご支援いただいた組合
員の方々にも感謝いたします。結果として
目標には届かなかったものの、達成感を感
じられるところまではいけたかなと思って
います。活動中に、｢初めてそのような声を
かけてくれたな、待っとったんや｣、｢仕事内

容からなれないと思っていた本会員にな
れるのか｣など声をかけてよかったと思え
ることをいくつか聞きました。このような
新組合員の期待に応える組織を作ってい
かねばなりません。組織の増強、活性化は
今後も必要です。キャンペーンが終わって
も、委員会メンバーが代わっても、魅力の
ある組合作りに今後ともご協力のほど、よ
ろしくお願いいたします。

（組織活性委員会担当
副理事長 岡本隆之）

「６０周年記念事業組合員
増強キャンペーン」報告

期間：平成26年10月～平成27年2月

団体優勝の北親支部Ａチーム NET220.4
（左から森本、安澤、橋野、浅田）

岡本副理事長の挨拶

北支部Bチーム
☆個人順位（上位１０位・敬省略）

順 位 氏 名 会社名 ＮＥＴ
1位 川畑 利之 相互ビジネスフォーム㈱ 72.0
２位 橋野 昌幸 旭紙工㈱ 72.8
3位 村岡 万巧 相互印刷紙器㈱ 73.0
4位 森本 英植 富士精版印刷㈱ 73.0
5位 山田 哲男 アート盛上げ印刷㈱ 73.4
6位 福山 耕治 ㈱新聞印刷 74.4
7位 奥村 倖一 奥村印刷㈱ 74.6
8位 浅田 繁夫 相互印刷紙器㈱ 74.6
9位 石井 和貴 イシイ㈱ 74.6
10位 岩倉 大介 岩倉印刷紙業㈱ 74.8

2位の北支部Ａチーム NET225.6
（左から川畑、辰己、西井、清水）

3位の東和支部チーム NET227.2
（左から奥村、作道、八尾、内山）
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　第10回東支部通常総会を兼ねて5月9日
（土）から1泊で富山の金太郎温泉に行った。
午前７時40分、いつもの集合場所ツイン21
の前に集まり、バスで出発した。
　バスが高速道に入り、安定したところで、第
10回通常総会を規定に則り、決算と新年度
予算を決めて滞りなく済ますことができた。
　昼食を美濃関でとり、世界遺産・五箇山合
掌造り集落に向かった。着くと完備された駐
車場に専用エレベーターがあり、それに乗り
下ると本当に素朴な小集落が広がってい
た。今年の1月も大変な大雪であったと聞い
て、場所がら日本海側に近い厳しい所でも
あると教えられた。1日目の観光はこれで終
わり、宿泊予定の金太郎温泉へ向かった。予
定通り５時ごろに到着し、温泉に入り夕食宴

会へと進み楽しく1日目を終えた。
　翌日、日曜の朝９時に金太郎温泉を出て、
まず尾崎かまぼこの見学に行った。綺麗で
衛生的な工場で、見学コースも完備されて
いて、皆さんもお土産を買っていた。次に、ま
す寿司工場に到着し、製造過程を見学。ここ
も、綺麗で衛生的で、大変広いレストランも
併設していた。なるほど、駅弁でも常に上位
の人気ある地産地消の商品であることが
理解できた。
　次に、富山の置き薬で有名な薬工場を見
学し、井波・瑞泉寺を観光し、昼食を井波で
食べた。お土産の販売所を２か所訪ねその
後、帰途につき予定通りに大阪に着いた。皆
さん今回も満足し、沢山のお土産を携えて
解散した。　       　     （東支部 廣瀬正博）

第10回 通常総会 東支部

五箇山集落 宴会

かまぼこ工場

瑞泉寺で集合写真

ますの寿司 富山の置き薬

瑞泉寺

たゆまぬ研究と品質管理で
高品質な製品をお届けします

高性能ＵＶ印刷用インキローラ

ゴムローラのインキ転移性とゴム劣化性を従来品より大幅に
改善することにより、高品質な印刷物が安定して得られます。
また長期間使用できますのでコスト削減も可能です。

アバントＵＶシリーズ

　天親支部では５月１５日（金）リーガロイヤ
ルホテルにて平成２７年度の総会・懇親会
を開催。賛助会員を合わせ、総会には４０
名、懇親会には歴代会長３名を加えた４３名
の方に出席していただいた。
　例年であれば１泊２日の旅行であるが、
本年度は行事を増やして費用が掛かった
ことや旅行を兼ねてとなると出席率が落ち
ることもあり、本年度は近場での総会・懇親

会（食事会）となった。出席率は約８０％と非
常に良い結果に。本年度は１社退会、２社入
会で賛助会員も合わせ5１社となった。
　総会では、天親支部の基本方針、１年間
の支部活動、決算について報告。また、本年
度の行事予定ならびに大阪府印刷工業組
合の６０周年記念行事の内容説明を行った。
　懇親会では支部長である私、岩倉の簡
単な挨拶に続き、乾杯の挨拶を一心社の

浦久保氏が行い、懇親会をスタート。食事
もおいしく、終始和やかな雰囲気で進んで
いった。友十の山本氏による中締めで会は
お開きに。２時間の短い懇親会ではあった
が、ご参加いただいた皆様よりは、旅行も
良いがこのような総会も良いのではない
かと非常に評判が良かった。
　今年も天親支部は一致団結し、頑張り
ます！　       （天親支部支部長 岩倉大介）

平成２７年度 総会・懇親会 天親支部
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福井県立恐竜博物館前で記念撮影

　福島支部(谷口晴彦支部長)は5月23日
（土）・24日（日）に総会を兼ねた懇親会旅行
を行った。

　午前8時30分、参加者26名を乗せバス
は福島を出発。名神竜王インターから琵琶
湖の東岸、近江八幡水郷めぐりの船乗り場

総会旅行 福島支部

に10時過ぎに到着した。3組に分かれヨシ
の生い茂る水郷をゆっくりとめぐった。手漕
ぎならではの情緒と静かさでヨシキリや鶯
のさえずり、自然と癒しを満喫できた80分
であった。その後、長浜で昼食をいただき、
黒壁スクエアなどを散策して越前あわら温
泉へと向かった。4時過ぎにホテルに到着、
そのまま会場へ向かい総会を開会。平成
26年事業報告、決算、平成27年行事予定、
予算案を審議いただき無事終了した。
　温泉に浸かり一息ついたところでお楽し
みの懇親会が始まった。料理とお酒もほど
ほどに恒例のビンゴゲームで近江牛や有
名なバームクーヘンなどが当たり大変盛り
上がった。
　翌日は朝9時にホテルを出発して「福井
県立恐竜博物館」を見学。この地で発掘さ
れたフクイラプトル、フクイサウルスの全
身復元骨格をはじめ40体以上の全身骨
格、ジオラマに再現された恐竜に時間も忘
れ、地球46億年の物語に感心した。
　昼食は老舗めん処「聴琴亭」で越前そば
をいただき、次に訪れたのは鯖江市の「め
がねミュージアム」。メガネの歴史と魅力を
元職人さんに語り部として説明していただ
き、メガネ着用者は扱い方や手入れの仕方
を熱心に聞き入っていた。また、説明中チ
ラッと見ただけで「あなたのメガネ歪んで
ますな、あとで直してあげましょう」、「問題
外のメガネや」などと指摘され、大笑いする
場面もあり、楽しい土産話もでき、６時半に
無事帰阪、解散となった。

(福島支部　中川敏之)

福島支部総会（あわら温泉にて）

今川印刷120周年挨拶状

作道副理事長

懇親会 通常総会

通常総会

　平成２７年度東和支部通常総会が、５月
29日(金)午後５時３０分からホテル日航大
阪にて開催され４２名が出席した。
　松本副支部長の司会で最初に物故者へ
の黙祷の後、中原支部長より挨拶と大印工
組６０周年事業の組合員増強キャンぺーン
で３位に入賞した報告があり、表彰状と副
賞が披露された。続いて、支部長が議長と
して議案審議に入り、第1号議案「平成２６年
度事業報告・決算報告」、第2号議案「平成
27年度事業計画案・予算案」ともに承認・可
決された。
　議案審議の後、㈱ＳＡＮＹＯ-ＣＹＰの山村

健司代表取締役と梅田営業部長から胆管
がん問題についての謝罪と詳細な経過報
告があり、中原支部長が「新社長は前途有
望な若者なのであたたかく見守っていた
だきたい」と言葉を添えた。
　次に懇親会に移り、平石副支部長の司会
で作道副理事長の挨拶、白石顧問の発声
で乾杯へと続き、今回初参加の㈱小西印
刷所・平井英四朗氏、米岡印刷㈱・米岡毅
氏、㈱ウエノ・繁山雄一氏、リコージャパン
㈱・川原信也氏／斎藤一洋氏が紹介され、
それぞれより挨拶があった。また当支部古
参組合員である㈱今川印刷が創業１２０周

年を迎えるにあたり今川社長の挨拶ととも
に会場に記念品が配られた。
　和やかに宴は進み午後８時２０分、梅本元
府議会議員の中締めの挨拶と生玉締めで
散会となった。　　      （東和支部事務局）

平成２７年度 通常総会・懇親会 東和支部
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４
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刷
の
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刷
会
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を
持
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な
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）

（
取
材
／
印
刷
時
報
㈱
）

表面加工技術に「印刷」を融合
印刷会社を買収し、新領域に挑戦

植田社長

第2工場に所有するA倍判板紙4色印刷機

関西化工株式会社（東大阪支部）

■企業データ
社　名：関西化工株式会社
本社所在地：〒578-0984 
　　　　東大阪市菱江2-4-30
　　　　電話072-964-4478
　　　　FAX072-964-4458
設　立：昭和56年10月
代表者：代表取締役 植田稔久
U R L :http://www.kansaikakou.com
M a i l：kansaikakou@gol.com

入
社
5
年
目
ま
で
の
新
人
紹
介
ペ
ー
ジ
で
す

人人
材財

ウ
チ
の
イ
チ
押
し
君

■
出
身
地
／
大
阪
府　

■
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

／
も
っ
ち
ゃ
ん　

■
な
ぜ
、こ
の
業
界
に
？
／

圧
着
ハ
ガ
キ
の
作
成
方
法
に
興
味
を
も
ち
、

こ
の
業
界
を
目
指
し
ま
し
た　

■
仕
事
内

容
／
印
刷
後
の
半
製
品
へ
の
印
字
、ニ
ス
圧

着
ハ
ガ
キ
の
加
工
、宛
名
印
字　

■
仕
事
の

や
り
が
い
／
効
率
よ
く
仕
事
の
予
定
が
進

ん
で
い
く
時　

■
趣
味
／
音
楽
鑑
賞　

■

特
技
／
球
技　

■
好
き
な
言
葉
／
自
由　

■
20
年
後
の
自
分
／
今
よ
り
も
っ
と
楽
し
い

生
活
を
し
て
い
る　

■
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

／
先
輩
方
達
を
追
い
抜
け
る
よ
う
、日
々
努

力
し
ま
す
！

坂
本 

省
吾 

さ
ん

北
支
部

（
相
互
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
㈱ 

勤
務
／
入
社
3
年
目
）

さ

か

も

と

し

ょ

う

ご

忍
耐
力
に
は

自
信
が
あ
り
ま
す
！

■
出
身
地
／
三
重
県　

■
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

／
お
た　

■
な
ぜ
、こ
の
業
界
に
？
／
身
近

な
製
品
を
取
り
扱
って
い
る
印
刷
業
界
に
興

味
が
あ
っ
た
た
め　
■
仕
事
内
容
／
営
業

■
仕
事
の
や
り
が
い
／
お
客
様
の
疑
問
点

や
問
題
点
を
解
決
で
き
た
時
に
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す　

■
趣
味
／
写
真・食
べ
歩
き　

■
特
技
／
卓
球　

■
好
き
な
言
葉
／
千
里

の
山
も
一
歩
か
ら　

■
20
年
後
の
自
分
／

誰
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ
る
人
に
な
り
た
い　

■
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
こ
れ
か
ら
も
コ
ツ
コ

ツ
頑
張
り
ま
す
！

お

お

た

り

 

さ

マ
イ
ブ
ー
ム
は

豆
腐
生
活
で
す
！

太
田 

莉
沙 

さ
ん

北
支
部

（
相
互
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
㈱ 

勤
務
／
入
社
2
年
目
）

ゆ

う

と

う

つ

み

内
海 

雄
登 

さ
ん

北
支
部

（
相
互
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
㈱ 

勤
務
／
入
社
2
年
目
）

ジ
ム
通
い

は
じ
め
ま
し
た
！

■
出
身
地
／
兵
庫
県　
■
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

／
う
ー
や
ん　
■
な
ぜ
、
こ
の
業
界
に
？
／

印
刷
機
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
か
っ
た
た
め

■
仕
事
内
容
／
営
業　
■
仕
事
の
や
り
が

い
／
新
規
案
件
が
受
注
に
結
び
つ
い
た
時　

■
趣
味
／
読
書
、
自
転
車
い
じ
り　
■
特

技
／
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

■
好
き
な
言
葉
／

一
期
一
会　
■
20
年
後
の
自
分
／
職
場
で
も

私
生
活
で
も
頼
ら
れ
る
大
人
に
な
っ
て
い
た

い　
■
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
何
事
に
も
前

向
き
に
ひ
た
す
ら
に
取
り
組
み
ま
す
！

■
出
身
地
／
大
阪
府
大
阪
市　

■
ニッ
ク

ネ
ー
ム
／
カ
ワ
カ
ミ　

■
な
ぜ
、こ
の
業
界

に
？
／
自
分
が
頑
張
っ
た
分
だ
け
評
価
が
貰

え
る
職
が
良
か
っ
た
た
め　

■
仕
事
内
容

／
印
刷
オ
ペ
レ
ー
タ
ー　

■
仕
事
の
や
り
が

い
／
効
率
よ
く
仕
事
が
で
き
た
時
の
達
成

感　

■
趣
味
／
草
野
球　

■
特
技
／
デ
ッ

サ
ン　

■
好
き
な
言
葉
／
う
ま
く
使
え
ば

時
間
は
い
つ
も
十
分
に
あ
る　

■
20
年
後
の

自
分
／
み
ん
な
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
社

員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す　

■
ひ
と
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
／
あ
く
ま
で
初
心
を
忘
れ
ず
に

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

川
上
　
雅 

さ
ん

北
支
部

（
相
互
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
㈱ 

勤
務
／
入
社
4
年
目
）

か

わ

か

み

ま
さ
し

鋼
の
よ
う
な
強
い
精
神
力
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
！
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今
月
の
定
例
会
は
福
島
区「
み
わ
亭
」に
て「
60

周
年
記
念
事
業
成
功
お
疲
れ
さ
ん
打
ち
上
げ
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

60
周
年
当
日
は
、お
昼
か
ら
メ
ン
バ
ー
総
出
で

釣
鐘
ま
ん
じ
ゅ
う
＆
業
界
新
聞
の
セ
ッ
ト
、案
内
、

会
場
で
の
ア
テ
ン
ド
、記
録
、祝
賀
会
で
の
ク
イ
ズ

大
会
進
行
お
よ
び
サ
ポ
ー
ト
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
き
、無
事
大
成
功
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

開
催
日
時
／
6
月
2
日（
火
） 午
後
6
時
30
分
〜

場　
　
所
／
大
阪
市
福
島
区「
み
わ
亭
」

参
加
人
数
／
19
人

21

◆
6
月
定
例
会
報
告

　
式
典
に
お
い
て
も
、記
念
式
典
用
画
像（
未
来
の

印
刷
）の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
拍
手
喝
采
で
あ
っ
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。皆
様
、本
当
に
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

　
新
企
画
と
し
て
、宗
次
副
議
長
よ
り「
モ
ノ
の
価

値
と
は
何
か
」「
人
は
何
に
価
値
を
感
じ
る
の
か
」と

い
う
商
売
の
原
点
に
つ
い
て
再
考
し
、ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
ス
を
磨
く
と
い
う「
わ
ら
し
べ
企
画
」の
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
班
ご
と
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
、「
ハ
イ
ブ
ラ
ン

ド
の
空
き
箱
が
１
千
円
⁉
」と
具
体
案
を
出
し
て

い
く
班
も
あ
れ
ば
、高
値
で
引
き
取
ら
れ
る
中
古

品
は
？
中
古
品
で
も
需
要
が
高
い
も
の
は
？
と

デ
ー
タ
分
析
を
行
う
班
も
あ
り
、今
後
の
展
開
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
60
周
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、親
交
を
深
め
、わ
ら

し
べ
企
画
へ
の
想
い
を
胸
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
報
告
者 

奥
野
真
太
郎
）

新 ア ン ケ ー ト 企 画 今回アンケート回答者26名
（Q1、Q2は複数回答可)

新
し
い
仲
間
が
ふ
え
ま
し
た

本
部 

推
薦
議
員

神
前 

裕
樹

日
本
ア
グ
フ
ア・ゲ
バ
ル
ト
㈱

　　
5
月
よ
り
大
青
協
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
日
本
ア
グ
フ
ア・ゲ
バ
ル
ト
㈱
の
神
前

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
阪
に
転
勤
に
な
り
2
年
半
に
な
り
ま
し

た
。議
員
活
動
を
通
し
て
よ
り
深
く
大
阪
の
印

刷
市
場
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
近
、気
づ
か
な
い
う
ち
に
保
守
的
に
な
っ
て

い
る
自
分
を
感
じ
ま
す
。議
員
活
動
で
い
ろ
い

ろ
な
意
見
を
お
聞
き
し
、私
自
身
も
刺
激
を
受

け
た
い
と
思
い
ま
す
。保
守
的
な
考
え
方
か
ら

は
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。常
に
常
識
を
疑
う
こ

と
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。そ
し
て
そ
こ
に
ビ
ジ

ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
も
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、何
か
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Q
1
ネ
ッ
ト
通
販
で
よ
く
使
う

　
　

 

W
e
b
サ
イ
ト
は
ど
こ
で
す
か
。

● 

ア
マ
ゾ
ン 【
17
】

● 

楽
天 【
12
】

● 

ヤ
フ
ー
シ
ョッ
ピ
ン
グ 【
4
】

● 

モ
ノ
タ
ロ
ウ 【
3
】

● 

D
M
M 【
3
】

● 

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
タ
カ
タ 【
1
】

● 

そ
の
他 【
7
】

Q
2
ネ
ッ
ト
で
よ
く
買
う
も
の
は

　
　

 

何
で
す
か
。

● 

食
品 【
13
】　

● 

電
化
製
品 【
11
】

● 

書
籍 【
10
】

● 

C
D・D
V
D・B
D 【
6
】

● 

健
康
器
具 【
5
】

● 

ア
ウ
ト
ド
ア
用
品 【
4
】

● 

服 【
4
】

● 

靴 【
4
】

● 

工
具 【
3
】

● 

調
理
器
具 【
3
】

● 

化
粧
品 【
3
】

● 

掃
除
用
品 【
2
】

● 

自
転
車 【
2
】

● 

そ
の
他 【
11
】

Q
3
ネ
ッ
ト
で
1
つ
の
商
品
の
価
格
が

　
　

 

最
大
い
く
ら
の
商
品
を
買
っ
た

　
　

 

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

● 

1
万
円
ま
で 【
4
】

● 

3
万
円
ま
で 【
4
】

● 

5
万
円
ま
で 【
1
】

● 

10
万
円
ま
で 【
3
】

● 

15
万
円
ま
で 【
2
】

● 

20
万
円
ま
で 【
4
】

● 

30
万
円
ま
で 【
4
】

● 

50
万
円
ま
で 【
1
】

● 

1
0
0
万
円
ま
で 【
1
】

Q
4
私
生
活
で
全
体
の
何
％
ぐ
ら
い
を

　
　

 

ネ
ッ
ト
で
の
購
買
が
占
め
ま
す
か
。

● 

ま
ず
使
わ
な
い 【
6
】　

● 

10
％
ぐ
ら
い 【
11
】

● 

20
%
ぐ
ら
い 【
3
】

● 

30
%
ぐ
ら
い 【
4
】

● 

40
%
ぐ
ら
い 【
1
】

● 

60
%
ぐ
ら
い 【
1
】

　
先
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
企
画「
ヤ
フ
オ

ク
！
で
わ
ら
し
べ
長
者
や
っ
て
み
た
。」で
す
が
、

複
数
人
で
や
る
ほ
う
が
協
力
し
あ
っ
て
楽
し
み

な
が
ら
取
り
組
め
る
と
い
う
こ
と
で
、チ
ー
ム

単
位
で
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、議
長
、副
議
長
を

中
心
に
5
つ
の
チ
ー
ム
を
編
成

し
、今
月
の
定
例
会
で
決
起
集

会（
？
）を
開
催
し
ま
し
た
。定

例
会
で
は
60
周
年
記
念
式
典

の
打
ち
上
げ
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
し
た
が
、各
チ
ー
ム
と
も
に

「
何
を
出
品
し
よ
う
？
」「
そ
ん

な
ん
買
う
人
い
る
⁇
」「
断
裁

機
い
ら
ん
ね
ん
け
ど・・・」な
ど
、

「
ヤ
フ
オ
ク
！
で

 

わ
ら
し
べ
長
者
」や
っ
て
み
た
。

「
ヤ
フ
オ
ク
！
で

 

わ
ら
し
べ
長
者
」や
っ
て
み
た
。

早
く
も
わ
ら
し
べ
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　
来
月
よ
り
各
チ
ー
ム
の
経
過
を
順
次
掲
載

し
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
期
待
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

アマゾン

髙本班

60周年記念祝賀会の準備を熱心に

髙木班

山本班 宗次班

今井班

楽天

モノタロウ

その他

DMM

ヤフー
ショッピング

ジャパネット
タカタ

10%ぐらい

まず使わない

30%ぐらい

20%ぐらい

40%ぐらい
60%ぐらい

8
月
定
例
会
は
8
月
4
日（
火
） 18
：
30
〜大阪の（青年）印刷 ～大青協議員をサクッと紹介します～ 大
青
協
見
学
希
望
の
方
は

大
印
工
組
・
平
塚
ま
で

（
０
６

－

６
３
５
３

－

３
０
３
５
）



　テニスは錦織選手や国枝選

手の活躍でテレビでも取り上げ

られる回数が増えてきました。　

　さて、皆さんもテニス始めて

みませんか？ゴルフやスキーよ

り手軽で短い時間でもできるの

で、一日を有効に使うことができます。

　僕も社会人になってからテニスを始めたのです

が、実際にやってみると簡単だけどまたむつかしい。

結構運動になり、なによりラケットでボールを打つ時

の感触が素晴らしいという感想を持ちました。そして

一番の効用はテニスをした後の食事や一杯がおい

しいということです。

　今テニス愛好家の平均像をみてみると年代は中

高年の男女、週1回もしくは２回プレーする。少し練

習してから数試合する。試合はテニスコート1面に

４人で行うダブルスが中心といったものです。

　テニススクールに入ればスクールがお膳立てをし

てくれるので、より簡単に始められます。

　さてテニスもある程度できるようになると、仲間内

だけでなく腕試しに外の試合に行こうとなるのです

が、テニスは市町村単位で試合も定期的に開催さ

れているので、試合の緊張を味わうのも良いと思い

ます。アマチュアといえども団体戦など緊迫した雰

囲気でするものもあり、数々のドラマを味わうことが

できます。負ける楽しみを味わうことがほとんどです

が、たまにテニス仲間と乾杯することは最高の醍醐

味だと言えるでしょう。
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巨大？な、四男坊
株式会社ダイシンコラボレーション  富高 友美

　‘そら’が我が家にやって来たのは、8年半前のこと。
きっかけは、知人が子犬の貰い手を探しているとのこ
とで、見に行ったのが始まりでした。犬を飼った経験
はないものの、我が家の三兄弟が「絶対、責任をもっ
て飼うから」と、子供の言うことに半信半疑ながらも
飼うことにしました。
　チワワの子犬ですが、元気で、丈夫そうな太い足、
男前の顔立ちに、名前は‘そら’、誕生日は8月26日と
決めました。名前は、私の一声。誕生日は、もらった日
から逆算したところ、二男と三男の誕生日の中日辺り
ではないだろうかとの推測です。
　我が家の誰が飼い主になるかの問題では、最初に
欲しいと言っていた三男は、早々に所有権を放棄。
時々、構いたい長男は、所有権に興味なし。もし、ここ
で二男が所有権を放棄したら、‘そら’の運命は大変
なことになってしまうところでしたが、一番動物好き

の二男が面倒を見ることに決まりました。‘そら’に
とっては、その時の状況が今の序列になっているよ
うです。
　運命というべきか、初めて犬を飼う家庭にやって
来た‘そら’は、食事、運動、トイレなどまともな躾けが受
けられたのか、甚だ疑問です。不自由に思うことも
あったかもしれません。それでも、知人に聞いたり、
ネットで調べ、できるだけ良い食事を与えるようにした
結果、今では３キロ超えの巨大なチワワになってし
まいました。
　今年9歳になる‘そら’は、いつも飼い主の布団で寝
起きして、よく食べ、ますます元気です。外出時に他の
犬とすれ違っても、吠えたり怯えたりすることなく、マイ
ペースで、人見知りしない穏やかな性格に育ってくれ
ました。これからはもっと健康に気を配り、いつまでも
我が家の一員でいてもらいたいものです。

う
ち

の
コ

自
慢

人間以外

見て見て！  うちのコ！  イヌ、ネコ、ウサギ、カメ、インコ、キンギョ、カブトムシ… etc.  愛しの家族自慢、大歓迎です。

vol.26

過去の栄光、今夢中になっていること、何でもOK！ 趣味や特技、資格への挑戦など、ぜひお寄せください。腕前は問いません。

有限会社北村ジンク堂  北村 陽史

上
手
な
れ

好
き
こ
そ
モ
ノ
の

趣
味
人
日
記

テニスで乾杯！

第二十五弾

ボク男の子だよ！ きもちいい～♪

スヤスヤ・・ なに？

近所のテニスコート

筆者右から２番目

団体戦優勝

乾 杯

【原稿募集中！】【原稿募集中！】
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後藤 敬氏営業本部TBP事業推進部 主査
講師：アマノビジネスソリューションズ株式会社

SEMINAR

　D
.D
.S.S.（

デ
ジ
タ
ル・ド
キ
ュ
メ

ン
ト・サ
ー
ビ
ス
研
究
会
）は
、「
タ
イ

ム
ス
タ
ン
プ
市
場
の
最
新
動
向
と
運

用
事
例
」を
テ
ー
マ
に
、ア
マ
ノ
ビ
ジ

ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
営

業
本
部
T
B
P
事
業
推
進
部・主
査

後
藤
敬
氏
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
た
。

　
ア
マ
ノ
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
株
式
会
社
は
、勤
怠
管
理
A
S
P

サ
ー
ビ
ス
／
人
事
管
理
／
給
与
計

算
A
S
P
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
、時
刻

配
信
／
時
刻
認
証
を
活
用
し
た
タ

イ
ム
ス
タ
ン
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
。ア
マ
ノ
株
式
会
社
は「
時
刻
配

信
業
務
」お
よ
び「
時
刻
認
証
業

務
」の
国
内
で
数
少
な
い
取
得
事
業

者
で
あ
る
。タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
押
す

こ
と
で
電
子
デ
ー
タ
と
時
刻
情
報
が

結
合
さ
れ
、存
在
証
明（
そ
の
時
刻

に
そ
の
電
子
デ
ー
タ
が
存
在
し
た
こ

と
）と
、非
改
ざ
ん
証
明（
そ
の
時
刻

か
ら
検
証
時
刻
ま

で
の
間
、そ
の
電

子
デ
ー
タ
が
変
更

／
改
ざ
ん
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
）を

第
三
者
的
に
証
明

で
き
る
。タ
イ
ム
ス

タ
ン
プ
は
、各
省

庁
の
省
令
な
ど

で
、文
書
の
電
子

化
を
行
う
た
め
の

技
術
要
件
と
さ
れ

て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、国

税
庁
で
は「
国
税
関
係
書
類
の
ス

キ
ャ
ナ
保
存
」の
真
実
性
確
保
の
要

件
と
し
て
、厚
生
労
働
省
で
は「
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」で
診
療
記
録

な
ど
の
改
ざ
ん
防
止
／
真
正
性
確

保
の
要
件
と
し
て
、特
許
庁
で
は「
先

使
用
権
制
度
の
円
滑
な
活
用
に
向

け
て
」の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で「
先
使
用

権
の
立
証
の
た
め
の
時
刻
の
先
後
に

関
す
る
一
つ
の
証
拠
と
し
て
、簡
便
な

手
法
で
あ
り
、有
益
で
あ
る
」と
さ
れ

て
い
る
。P
D
F
化
で
き
な
い
動
画

や
音
声
に
も
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付

与
で
き
る
た
め
、企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

技
術
の
管
理
を
含
め
た
、知
的
財
産

保
護
も
可
能
で
あ
る
。ま
た
、電
子

取
引（
E
D
I
取
引
／
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
取
引

情
報
を
授
受
す
る
取
引
）に
お
い
て

も
、改
ざ
ん
防
止
／
真
実
性
の
確
保

に
有
効
で
あ
る
。

　
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、製
造
／
製

薬
／
金
融
／
大
学
／
病
院
で
の
具

体
的
事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
の
付
与
方
法
は
、

個
別
付
与
／
一
括
付
与
に
加
え
、指

定
の
フ
ォ
ル
ダ
ー
に
格
納
す
る
だ
け

で
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
与
す
る
仕

組
み
が
あ
り
業
務
や
付
与
条
件
に
合

わ
せ
て
選
択
で
き
る
。ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

は
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
型
の
ほ
か
に
ク
ラ

ウ
ド
型
も
あ
り
利
用
し
や
す
く
な
っ

て
い
る
。タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
は
、法
令

上
確
定
日
付
が
必
要
な
手
続
き（
債

権
譲
渡
や
質
権
設
定
な
ど
民
法
施

行
法
5
条
記
載
の
も
の
）に
は
効
力

が
な
い
が
、そ
の
他
民
事
訴
訟
に
お

け
る
証
拠
提
出
に
は
有
用
で
あ
る

（
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
は
、利
害
関
係
の

な
い
第
三
者
の
証
言
で
あ
り
、訴
訟

に
お
い
て
の
信
用
性
が
高
い
）。タ
イ

ム
ス
タ
ン
プ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ハ
ッ

シ
ュ
関
数
が
、フ
ァ
イ
ル
の
同
一
性
を

示
す
裁
判
例
も
あ
る
。公
的
文
書
に

鉛
筆
で
サ
イ
ン
す
る
人
は
い
な
い
。タ

イ
ム
ス
タ
ン
プ
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
万
年

筆
で
の
時
刻
入
り
の
サ
イ
ン
だ
と
す

る
と
解
り
易
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
報
告
／
D・D・S・S・事
務
局
）

タイムスタンプ市場の最新動向と運用事例
2015年度D.D.S.S.セミナー 『未来を創る―THIS POINT FORWARD』ついに発刊！

技術情報

上野 寿JAGAT（（公社）日本印刷技術協会）

あなたのビジネスの未来を考える

■「バックミラー戦略」から未来志向型の
　“THIS POINT FORWARD”へ

　アメリカの著名なコンサルタントであるジョー・ウェブ

博士と著述家のリチャード・ロマノ氏の著した『未来を破

壊する』の続編『THIS POINT FORWARD』をこの

たびJAGATで日本語版を出版した（邦題：『未来を創

る』）。印刷業界の人には、なかなか面と向かって言いに

くいこともズバリと

言ってのけている

が、映画の気の利

いたセリフやジョー

クを交えながら理

解が深まるように

綴っている。

　本書の中でたび

たび登場する「バッ

クミラー戦略」があ

る。過去がうまく

いっていたから、これからもその成功は続くと勘違いしが

ちだというものである。著者は、この過去にとらわれてい

る「バックミラー戦略」ではなく、本書のタイトルである

“THIS POINT FORWARD（ここから先へ＝未来を

創る）”への思考法の移行を説いている。例えば「印刷

物への愛」に対して、発注者やマーケターにとっては

「そんなことはどうでもいい」となかなか手厳しい。

　そして、効果測定がカギを握るとしている。マーケ

ターがデジタルメディアに親しみを感じるのは、それが

効果測定可能なツールであるからだ。そうだとすれば、

印刷物もなんとか効果測定をできるようにすべきで、印

刷がデジタルに歩み寄るか、もしくはデジタルデバイスと

印刷物の親和性を強くすることを考えるということでは

ないか。

■データ分析と新規ビジネスの関係
　本書では、マーケターがいかに効果測定を重視して

いるかを分かりやすく解説している。メディア環境が変

わることで生活者の行動が変化した。だからビジネスも

変わり、マーケティングの手法も変化しているのである。

　また印刷業界と「マーケティングオートメーション」の

関係について強調している。マーケティングオートメー

ションは、個別の顧客に対して、「最適なコンテンツ」を

「最適なタイミング」で「最適なチャネル」に自動的に提

供するツールである。実は印刷物も効果測定ができる。

どうすれば他のメディアやデジタルと関係を持ち、マー

ケティングオートメーションにつながるかを考えるべきだ

としている。

　顧客の行動解析が重要なのは、現在の販売行動の

中心は消費者であるからだ。メーカーによる一方通行

は難しくなってきている。その分、他の業界、業種にも

チャンスが生まれてきているのである。

　2020年に向けて非印刷の新しいビジネスを構築で

きるのかという問いを発しているが、そんなに簡単なこと

ではない。人材、設備の減価償却の問題もある。しかし、

できるところと手を組むことで解決していけるはずだ。

これからの新規ビジネスは1社ですべて完結するのでは

なく、協業することを考えていったほうが得策だろう。

データ分析によって、どのように自社の印刷ビジネスに

落とし込むか、その導線を考えることが今後のビジネ

スを考える上で選択肢の一つになると思う。

　『未来を創る』をぜひとも自社の戦略を考える際に

お役立ていただきたい。



27 PRI・O  2015.7 26PRI・O  2015.7

　

福
岡
市
の

夜
の
顔
と
い
え

ば
博
多
っ
子
や

観
光
客
に
喜
ば

れ
親
し
ま
れ
て

い
る
屋
台
の

数
々
で
す
。メ

ニ
ュ
ー
は
食
い

だ
お
れ
大
阪
に
負
け
じ
と
何
で
も
あ
り
で
、

私
は
福
岡
名
物
の
辛
子
明
太
子
を
使
っ
た

て
ん
ぷ
ら
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
串
焼
き
ス

テ
ー
キ
を
ほ
お
ば
り
、翌
日
は
早
出
を
控
え

て
い
る
こ
と
も
あ
り
早
い
目
に
ホ
テ
ル
に
帰

り
ベッ
ド
に
つ
き
ま
し
た
。

　
さ
て
当
日
は
友
人
の
運
転
す
る
自
動
車

で
博
多
か
ら
東
へ
１
時
間
程
の
と
こ
ろ
、若

宮
市
福
丸
へ
向
か
い
ま
し
た
。こ
の
あ
た
り

は
九
州
で
も
有
数
の
米
作
地
帯
で
行
く
手

に
は
田
ん
ぼ
が
広
が
り
そ
の
中
に
こ
ん
も

り
と
し
た
繁
み
と
神
社
が
見
え
、そ
こ
に
は

目
指
す「
竹
原
古
墳
」が
あ
り
ま
し
た
。

「
竹
原
古
墳
」は
昭
和
３１
年（
1
9
5
6
）

竹
原
の
守
り
神
で
あ
る
諏
訪
神
社
が
催
す

相
撲
大
会
の
土
俵
を
造
ろ
う
と
崖
を
掘
り

崩
し
た
と
こ
ろ
古
墳
が
見
つ
か
り
、そ
の
石

室
に
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
発
見
さ

れ
た
こ
と
で
注
目
を
あ
つ
め
、そ
の
20
年
ほ

ど
後
の
昭
和
50
年
に
は
南
側
に
大
阪
博
多

間
の
新
幹
線
が
開
通
し
、ま
た
北
側
に
は

九
州
自
動
車
道
が
通
る
よ
う
に
な
り
、知

名
度
が
一
気
に
上
が
り
見
学
者
が
増
え
た

と
い
い
ま
す
。

　

古
墳
に
入
り
二
重
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
る

壁
画
は
照
明
の
な
か
を
幻
の
よ
う
に
映
し

出
さ
れ
、見
る
者
の
心
を
絵
に
集
中
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。宙
に
浮
か
ぶ
の
は
怪
獣
か
龍
な

の
か
、ま
た
真

ん
中
に
は
馬
を

引
く
人
物
、ま

た
そ
の
下
に
描

か
れ
た
船
は
、

前
に
見
学
し
た

「
弁
慶
が
穴
古

墳
」の
馬
と
船

を
絵
画
的
に
描

写
し
掛
け
軸
を

見
る
よ
う
で
あ

る
ほ
か
、両
脇

に
は
一
対
の「
さ

し
ば
」と
呼
ば
れ
る
長
柄
の
う
ち
わ
が
描

か
れ
、な
ん
と
な
く
中
国
文
化
を
漂
わ
せ

ま
す
。

　
こ
の
あ
と
訪
ね
た
の
は
昭
和
25
年
、採

土
工
事
中
に
発
見
、珍
妙
な
絵
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
福
岡
県

う
き
は
市
の「
珍
敷
塚
古
墳
」で
、倉
庫
の

よ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
平
屋
建
て
の
中
に

納
ま
り
現
在
は
奥
壁
と
右
側
の
壁
の
み
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
古
墳
は
、奥
の
壁

に
描
か
れ
た
壁
画
が
最
大
の
特
徴
だ
そ
う

で
古
代
人
の
信
仰
思
想
の
一
端
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
貴

重
な
資
料
で
あ

る
そ
う
で
す
。

左
上
に
は
大
き

な
同
心
円
文
、

そ
の
下
に
は
ゴ

ン
ド
ラ
形
の
船

が
描
い
て
あ

り
、舳
先
に
は

鳥
が
止
ま
っ
て
い
て
、櫂
様
の
も
の
で
船
を

操
って
い
る
よ
う
な
人
物
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
中
央
に
は
、死
者
を
守
る
た
め
な
の

か
、弓
矢
が
入
っ
た
靭※

が
3
つ
並
ん
で
お

り
、そ
の
上
に
は
大
き
な
蕨
手
文※

が
左
と

真
ん
中
の
靭
の
間
か
ら
描
か
れ
て
い
て
、右

端
の
靭
の
隣
に
は
弓
と
盾
を
持
っ
た
人
物

が
お
り
、そ
の
下
に
は
古
代
中
国
で
月
を

表
す
図
文
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
ヒ
キ
ガ
エ
ル

が
2
匹
、上
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
横
に
は
小
円

文
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
珍
敷
塚
古
墳
」の
壁
画

に
は
、こ
こ
に
葬
ら
れ
た
人
物
が
、太
陽
の

輝
く
昼
の
世
界
か
ら
、月
を
支
配
す
る
夜

の
世
界
へ
、鳥
の
導
く
船
で
現
世
か
ら
来
世

へ
と
旅
立
と
う
と
す
る
姿
が
表
さ
れ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。１
５
０
０
年
程
前
の

古
代
の
人
々
の
信
仰
思
想
と
祖
先
崇
拝
の

姿
が
目
の
前
に
浮
か
び
、思
わ
ず
合
掌
し

て
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
た
。      〈
終
わ
り
〉

※

靭･･･

矢
を
入
れ
る
筒
形
の
容
器

※

蕨
手
文･･･

ワ
ラ
ビ
の
形
に
似
た
渦
巻

　

状
の
文
様
で
、呪
術
的
な
図
文
と
考
え

　
ら
れ
て
い
ま
す
。

装
飾
古
墳
③

連

載
デ
ザ
イ
ン
の
源
流
を
訪
ね
て

株
式
会
社
松
村
善
進
堂

松
村　
英
二

 

石
川
　
忠

大
印
工
組
元
理
事
長
　
富
士
精
版
印
刷
㈱
会
長

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
元
会
長

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

【
俳
句
】

 

平
成
二
十
七
年
四
月

　
　
　
　

  　

石
川　
た
だ
し

花
水
木
ゴ
ル
フ
ァ
ー
三
人
写
真
撮
る

快
晴
の
森
に
点
々
花
水
木

空
青
し
白
点
々
と
花
水
木

花
水
木
日
韓
親
善
ゴ
ル
フ
か
な

快
晴
の
五
月
の
ゴ
ル
フ
近
江
富
士

飛
ん
で
来
し
花
片
の
あ
り
茶
店
か
な

乾
杯
や
ゴ
ル
フ
ァ
ー
日
焼
け
昼
の
宴

労務
相談

申込締切：開催日の１週間前
7／23（木）、8／5（水）、8／18（火）

申込締切：開催日の２日前
8／6（木）、9／10（木）税務

相談

法律
相談

お申し込み・お問い合わせ
大印工組事務局

◉労務相談
　（10：00～12：00、13：00～16：00）
　50分／1人、 先着5名／各開催日
◉税務・法律相談
　（13：00～17：00）
　60分／1人、 先着4名／各開催日

大阪印刷会館にて開催
予約制

TEL.０６-６３５３-３０３５
info@osaka-pia.or.jp

各種相談のご案内無料！
ぜひともご利 用ください！

労務顧問の中尾文彦先生にご相談ください。

税務顧問の森田昌宏先生にご相談ください。

申込締切：開催日の２日前
8／19（水）、9／16（水）
法律顧問の佐古祐二先生にご相談ください。

め
ず
ら
し
づ
か
こ
ふ
ん

ゆ
き

ゆ
き

わ
ら
び
て
も
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竹原古墳の壁画

福岡市中洲の屋台

当時の筆者

珍敷塚古墳の入口

珍敷塚古墳の壁画と模写図（筆者画）



（順不同）

北支部・東支部

暑 中 誌 上 名 刺 交 換 会暑 中 誌 上 名 刺 交換会
（順不同）

北東ブロック

福島・北親支部

北ブロック

東和・東栄支部

中 央ブロック

南睦・西和支部

西ブロック

天親・生栄・東大阪・団地

東 ブロック

南親・摂陽・堺・泉州

南 ブロック
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殿  岡  治  樹

堀　 之　 内　　　 薫

塩　　見　　哲　　也

（順不同）

暑中誌上名刺交換会
（順不同）

暑中誌上名刺交換会

（5 0 音 順 ）

その他 御協賛会社
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お問い合わせ先 大印工組 事務局 TEL.06-6353-3035

〈納入規定〉
A4サイズ以下 + 1点 200g以内
※複数枚のDMであってもホチキス止め
　などしてあれば、1点とみなします。
※内容等によっては、お受けできない場合
　があります。

1点 20gまで  ＠100円 × 組合員数
21～100g ＠200円　　101～200g ＠300円PRI・Oの「パケットサービス」

大印工組 広報誌

貴社のDMを同封、会員企業に届けます！
約 円60,000税込

発送月の
前月末日までに
貴社DMを
事務局へ納入

大印工組
事務局へ
お申し込み

貴社DMを
PRI・Oに同封

毎月15日ごろ
貴社DMが
会員企業に到着

株式会社コンパス
大阪市北区天神西町 7-8〒530-0045
http://www.584.co.jp

引き出しの多い印刷会社です。

※到着日は前後する場合があります。
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（順不同）著名営業案内

（株）NPCコーポレーション
北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

青 葉 印 刷（株）
都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

第一印刷出版（株）
西区川口1-4-28
TEL.6537-7891
FAX.6537-7892

邨田印刷紙器（株）
福島区鷺洲2-5-30
TEL.6451-1051
FAX.6451-3386

寿 印 刷（株）
西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

カンナル印刷（株）
淀川区十三本町3-4-23
TEL.6303-7400
FAX.6301-2999

富士精版印刷（株）
淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）
門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）
東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

（株）アート印刷所
東成区神路3-8-15
TEL.6972-6191
FAX.6972-2688

キ ハ ラ 工 芸（株）
中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

松 本 印 刷（株）
中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

賛協社レーベル印刷（株）
東成区東中本1-9-4
TEL.6976-0216
FAX.6976-5624

ブラザー印刷（株）
東成区深江南2-8-35
TEL.6972-7781
FAX.6981-0553

（株）二 口 印 刷
西区土佐堀1-6-5
TEL.6447-0020
FAX.6441-4762

サン美術印刷（株）
東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

大 兼 印 刷（株）
天王寺区清水谷町15-20
TEL.6762-4131
FAX.6762-5815

（株） 一 心 社
天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

グラフィックアーツ大阪（株）
東大阪市菱屋西6-2-23
TEL.6789-1001
FAX.6789-1009

大阪印刷工業（株）
八尾市若林町2-114
TEL.072-949-3777
FAX.072-949-6843

（株）美 生 社
西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）ケーエスアイ
西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

奥 村 印 刷（株）
阿倍野区王子町1-11-17
TEL.6624-8111
FAX.6624-1773

岩 岡 印 刷（株）
住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

昌 和 印 刷（株）
平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）
淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557






